
第29回少子化対策特別部会提出資料  

杉山 千佳   

子ども手当と財源について  

私は、平成19年2月スタートの「『子どもと家族を応援する日本』重点戦略検討会議」  

の「基本戟略分科会」以降、社会保障審議会少子化対策特別部会と2年半以上に渡り、  

子どもの育ちを保障する子育て支援のあり方について制度・財源の見直しも含め、包括  

的に検討してきたと自覚しています。今回新政権が誕生し、現金給付が増え、現金給付  

はドイツ・フランス■スウェーデン並みになるとのこと、たいへんうれしく思っており  

ます。   

ただ、これでは、まだまだ道半ばと言わざるを得ません。サービス給付を含めた包括  

的なありようが現時点では見えてこないからです。現物＋サービス給付の全体を見て、  

子どもの育ちを保障する子育て支援はどうあるべきかの議論を根拠とすることで、どこ  

にどのような負担（財源）を求めることが適当かが見えてくると思います。現状、その  

ほとんどを税で行っている保育園にも、仕事と家庭の両立という観点から見るなら、企  

業の負担を求めてもよいのではないか等々、今の制度設計そのものを見直していく必要  

があり、その議論を行ってきたわけです。   

また、学童期の子どもの放課後のあり方についても保育園以上に議論が薄く、量はも  

ちろんのこと質についても、必要な人材育成・確保についても、全く十分ではないこと  

が指摘されています。社会的養護が必要な子どもについても、病児保育等についても同  

様です。  

子ども手当はこのように子ども政策全体の中で、「何のために」、「全体のどこを補い」、  

「何を見て成果となすか」を明らかにして実施する必要があるでしょう。   

私事ですが、私は平成元年に息子を出産し、彼は今年20才になりました。「子育て支  

援」なるものの恩恵も、教育費に対する社会的援助もほとんどなく、私的努力を中心に  

子育てをして参りました。   

社会にはそうした子ども・親世代もたくさん存在するのです。自分たちが苦労してき  

たから次の人達にその苦労を味あわせたくないという気持ちがあってこその制度だと思  

います。   

であるなら、制度は、こうした恩恵に預からなくとも負担はする人達への説明責任は  

必要ですし、理解t納得できるものでなければならないと思います。   

ぜひとも、急がず時間をかけた十分な議論をお願いします。   

私が所属しています「にっぼん子育て応援団」においても以下のような提言を行って  

います。併せて資料として提出させていただきます。  

以上   
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にっぼん子育て応援団からの提案  

子育て家庭や支穣現場のニーズに応える  

継続可能な子育て支援の仕組みづくり   

日本が子育てしにくい社会になっています。「子どもは社会の宝」といわ  

れながら、なかなか子どもや子育て家庭を支援する政策が進まず予算も十分  

でなく、子育て中の親の声が反映されてきませんでした。今回の総選挙では、  

各政党ともに、初めて、子育て政策が大きく取り上げられマニフェストの柱  

とされました。   

その一方で、全国の子育て支援の現場や子育て家庭からは、「この子育て支援が一過性の  

ブームに終わらないのか？」「現金給付だけで解決しない家庭のニーズにどう応え去のか？」  

などの不安な声が挙がっています。   

このような課題を解決するために、にっぼん子育て応援団は、各地の子育てNI）0、市民  

活動団体、子育て家庭、企業、行政の方々のご意見をいただきながら緊急アピールを行い  

ます。  

■子育て家庭に必賽なものとは？   

生活を安定させるための経済的基盤を整える支援がまずは優先。そのためには、現金給  

付のみならず、仕事を辞めずに働き続けられる就労環境の確立が大切だと考えます。また、  

核家族化で子育てを行うために必要な知恵や生活感を親世代から受け継ぎにくくなって  

おり、結婚以前に子どもの世話をする体験や、乳幼児期に一定期間両親がとも■に子どもの  

世話をする時間の保障、家庭をサポートする子育て支援サービスの充実などが欠かせませ  

ん。   

仕事は辞めずにある程度の所得保障を確保した上で育児休業を両親ともに取得し、育児  

休業中はじっくり赤ちやんの世話が出来る、そして時には赤ちやんを預けてリフレッシュ  

出来る。地域においては、同じような子育て中の親同士で交流を重ね、仕事以外での地域  

の仲間が出来ること、多様な世代の人々との交流も増えるような豊かな人間関係が育まれ  

ることが、子どもの成長や自立にとっても重要です。   

このように、生活が安定し、誰もが必要に応じてサービスを受けられる仕親．みと、  

豊かな子育て時間を確保し、人々の信頼とつながりの中で子育てが可能となる安心社会  

（ソーシャル・キャピタル）の確立こそが、今一番日本に必要なことだと考えます。  

■にっぼんの子ども・家庭支珪の誅竜とは？  

①サービスの地域間格差・不均衡  

②ニーズに応じたきめ細やかなサービスの欠如  

③保険や福祉など制度によって給付や財仮構成がバラバラ  

④地飯事情に応じたサービスがつくりにくい  

⑤「共助」 人々の倍額やつなカ竜りが低下  
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都市部の待機児童は2万5千人を超え、一方地方では子どもの姿が見られないなど、  

子どもをめぐる現状は様々ですが、保育所、放課後児童クラブなどの決定的サービス不足、  

出産機会の不均衡等が問題になっています。また、給付やサービスの財源がバラバラです。  

育児休業給付は企業と従業員の保険料と国の負担で、保育所は国や市町村と利用者負担で  

行われています。児童手当はより複雑で、親の働き方によって財源の出所が変わってきます。  

医療保険、雇用保険、児童福祉、母子保健などそれぞれの制度がそれぞれの考え方で費用  

負担を設計しているからであり、たいへん理解しにくいものとなっています。例えば、  

保育所に子どもを預ければ市町村の負担が重く、育児休暇を取得すれば企業と従業員の  

保険料による雇用保険制度の負担が増すなど、育児休暇と保育は補完しあう関係であるの  

に財源面で押し付け合いを生みかねない構造になっています。  

■新しい枠組みの提案とは？   

介護保険が高齢者支援の大きな枠組みとなったように、子ども・家庭支援も  

多様なニーズに対応できる、トータルなパッケージプランが必要です。  

提首のコンセプトは5つ  

1．サービスの地域間格差・不均衡の是正  

2．きめ細やかで切れ目のない、体系だったサービス提供  

3．子育て家庭や支援団休、企業なと萎様な関係者（ステークホルダー）の参画  

4．一元的な給付と拠出のシステムつ＜りのための財源の統合  

5．地域の創意工夫と人々の信頼やつながりの再構築  

感   
‰ナムさ▲ヰ  

■▼■ヽ●l一■■ヽ  

1海外ではどうなっている？   

財源の一元化と運用システムの独立化はフランスの「全国家族手当金庫」などの例が  

あり、また多様な関係者の提案のもと、自治体との契約に基づくサービス提供はイギリス  

の「コンパクト」などに近い考え方ではないかと思います。さらに、地域の子育て支援  

サービスを行政だけではなく地域  

の多様な市民活動団体との協働で  

実現したドイツの「家族のための  

地域同盟」などが参考となります。   

日本にも、子どもと家族のため  

のパラダイム変換が必要です！   

子ども・家庭支援は、当事者で  

ある子育て家庭のニーズを反映し、  

スピード感を持って対応しなくて  

はなりません。待っている時間は  

ないのです。  

是非、持続可能啓子ども・家慶ま績のシステムをいっし■に創ってい空手し■うJ  
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にっばん  
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温かい社会づくり  
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実行すること  

応援団◎ですが、  
応援してく’ださい。  

し 

三言ここ、；‡  
子どもを  

住みたいはず）。て昆竜「と、l  

ょした。にっばん子音で応援団  
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実現する  

有言実行の応援周なんです。  
r■ぐ  

と  
㌃ 

手ごわい。子育ても  子どもはいがい  
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にっぼん子育て応援団．からの提案  

『継続可能な子育て支援の仕組みづくり』  
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もし、子ども手当が導入されれば  

．日本  （子ども手当導入後）  ドイツ  フランス  スウェーデン  
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保育・就学前児童の教育予算は？  

多様な子育て支援への予算は？  

①都市部の保育所待機児童 2万5千人   

現在、未就学児真の200万人が保育所を利用。  
（潜在ニーズは、未就学児童のいる家庭で   

100万人とも言われている）⊥決定的な不足  

②働き方の多様化、子育て支援の＝－ズの深化・多   
様化、子どもたちの育つ環境への配慮など、利用   
者（当事者）の視点にたったサービスの提供－  

→ 必要なサービスに財源が必要  

にっばんの子ども・家庭支援の課題  

①サービスの地域間格差・不均衡  

②＝－ズに応じたきめ細やかなサービスの欠如  

③保険や福祉など制度によって給付や財源構   

成がパラパラ・  

④地域事情に応じたサービスがつくりにくい  

⑨「共助」人々の信頼やつなガリが低下  
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課題（彰サービスの  

ロ保育所、放課後児華クラブなどの決定的な   
不足  

口出産機会の不均衡  
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日医緑黄負担の不均衡 など  

保育所の決定的不足  

♂  

ダ  
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出産機会の不均衡  

分娩旗敦盛地域堪賂塞  

（1）産婦人科・産科匡の全国的な減少  

1984年   2004年   

従事医師数   173．452   256．668   

産婦人科医師数   12．柑1   10，55   

（2）小児科医一産婦人科・産科医の地域間格差  

人口当たりの小児科医がtも少ない県、産科医が最も少ない県（2006年）  

＊1／ト児科医r15歳未満人口10  

万人対小児科従事医師数」   

＊2 産婦人科医・産科医「15～49  

歳女子10万人対座柵人科■産科従  

事医師数」  

小児科医＊1   産婦人科医・産科医＊2   

全国平均   177＿9   38．7   

岩手県   118．4   36．2   

滋賀県   195．さ ・   26．8   

地寧卵「覧一産婦人科産科従事医師数  
’  

■ 一丁！■■■ ，．  平成18年医師・歯科医師・薬剤師調査  

小児科     産嬢人科・  
塵凋  

・∴金属：■‘二∴       弓≒；177．     さ．：：：■二38，  

加療道∴．       ：：158．  

元   ．  

草 道  

完  
舐  

裾烏                     ≠．■・j‥：1フ9  

十茨城≡：：・‡      ∴云1ヰ8．      ≡＿・：・∴33．  

：栃木二‥：三■：二     二＝－1朋  

．  劇．  

嘉 ≠                                                ；群計▲‡÷     ■，∴≡’io      ヲ∴【十．■     滴玉・二．：二●！     ∴∴：1ゴロ       ■車∴三．づ27．     ．ヰ薫こ      ・・’；一旬畠．1      ∴●∴：－33．     ：東京：＝：二・：       ∴‘2岳9二     暮・J－，J＝：；＿J48．   ’：神套Jl         ∴1石     ■一三●∴三・：8＆  

小児科    塵柵    人科・ 産科   

．・姦領ド：＼    155    ．－■‘1勺  

二．．青山・：・∴    1両  

福井◆；    149    了．  

ニヰ  
覇  

・．J  

：■瞳単一二・・＝；：：    皇血       ヽ  

崩岡‘㌣    ．1由．          ∴さ5  
・変知∴・－  「・〔．：‘191．        ＝：＝：・二3d  

■主壷二●∵    ＿1bl     ・：、．ヂ．；てl：：・，∴3古．  

●滋賢一∴    19よ    l．∴■▲     よ：之6．  

汝 攣■                                      L■京射＝．こ・・    22b，   ∴■．ー＿・】44              ‥▼1大庭；十－     1－90    て．：ご畠9           ：；：兵庫∴：    j57．    ∴‡．蓋         ∴奈蔚・．t・．・     1－87．             ∴知叡山二∴     国      ：こ十・■・．4  

小児科     産嬢人科・  
産科  

：：≡鳥取■・jl：        ：妻6き．  

・2ヰ蜜：  

Iさ     222  

152．  
180：        ．： 口：；′：－：  

四  

寧  
：・・・・・恵知；■∴・：．       ：‘：18   ●；：’二．・∴■二■41．  

岡・∴      ●・：■．17  

＊赤字は全国平均を下回っている県  
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地区別一覧・産婦人科産科従事医師数  

15－49歳女子10万人対産婦人科・産科従事医師数  

uJ  
70．D  
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北青＃rは山 ■饗げ■■千 薫神村■石■山鳥切■t 三雄1欠員 舞職▲よ甲 庄山t響 量萬■t t鷹大t▲沖  
鶉  嚢  t  絶  
道 ▲手．h 凸∴お ■♯；七月iヨ∴纂翼．M】■山‖．弁 鵬■1関 知 t鸞■賄 ■ ▲山及川山 鳥ロ ▲‖ ■！8 円】だ如I轟い分l書 ▲ ■  

先進自治体  

所得制限  

乳幼児医療費  入院・外来共に無料  
助成制度   ＋扶養人数X38万円   3歳－6歳  入院無料  

宮城県大衡村  
万葉子育てすくすく   

眉己負担外来月1000円  
なし   3歳一高校生   入院月5000円  

サポート  
＊1ケ月1医療機関   

長野県長和町  医療費助成制度   なし  ．．ヽ’－l・ ‘；・．▲6歳＃高校生：；さ    り－し‾し・＿‡－ 熟腕魂車種奉料皇‡▲さ■…≡ ．＝≡．】り   

入院外来矧こ1回の受診で  

京都子育て支援   
0－6歳  

自己負担200円  

医療   
なし  

京都府南丹市  小学生   
入院のみ1回の受診で  

自己負担201円  

すこやか子育て   
なし   

外来入駿共に自己負担如0円  

医療  小学生～高校生   ＊1カ月1医療機関、後日償還   

＊県の制度に加える形で  の制度のまま．上垂・腋助成無し   
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課題② 

ニーズに応じたきめ細やかなサービスの欠如  

例えば、  

□保育・預かり保育の多様なニーズに対応  
■過3日程度の働き方に対応できる保育  

・求職中の保育  

一誰でもが利用できる「時預かり保育  

・養育しにくい子どもの保育  

・障書の有無にかかわらない受け入れ など   

□多様な保育サービスの可能性  
・家庭保育  

・屋外保育  

・親も関わる自主保育 など  

ロ産前・産後のサービスの連携  
・妊婦健診から産後ケア、子育て支援サービスヘの＃続的関わり など  

課題③  

保険や福祉など制度によって給付や財源構成がパラパラ  

◆育児休業給付  
国1／8 保険料7／8（事業主・被雇用者 労使折半）   ノ・  
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◆保育所  

公立 市町村10／10 ＋ 利用者負担  
私立 国1／2 県1／4 市1／4 ＋ 利用者負担  
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◆児童手当．  

被雇用者（3歳未満） 国・県・市 各1／10、事菓主7／10  
被覆用書（3歳以上） 国・県・市 各1／3  
公務員 所属庁10／10  自営葉書 国・県・市 各1／3  

◆児童育成事業（放課後児童クラブ・地域子育て支援測点事業など）  

県一市町村・事業主 各1／3  

◆次世代育成支援対策交付金（延長保育・ファミリサーボートセンター事業なと）  

国1／2、市町村1／2  
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